
報道発表

「時の記念日」のイベントについて
『小金井発！日本標準時』～ NICT『時の記念日』特別公開 ～

2008年5月13日

独立行政法人情報通信研究機構（以下「NICT」という。理事長：宮原秀夫。）は、まもなく迎える6月10日の「時の記

念日*1」にちなんで、NICTの「日本標準時*2」関連施設の特別公開と、海洋冒険家の白石康次郎氏を招いたスペシ

ャルトークショーを開催します。こうしたイベントを通して、日本標準時や“時”に関する科学技術に興味を持っていた

だくとともに、時間の大切さを再認識するきっかけとなれば幸いです。子どもから大人まで、そして取材記者など、幅

広い多くの方々のご来場をお待ちしております。

【イベントの概要 】
◆ 日時： 平成20年6月7日（土）10:00～17:00

◆ 会場： NICT本部*3(東京都小金井市貫井北町4-2-1）

◆ 主催： NICT

◆ 協力： 時計メーカ（予定）

◆ 入場： 無料*4

◆ プログラム： 補足資料2を参照して下さい。

◆ イベントWebサイト： ＜http://www2.nict.go.jp/w/w114/tsp/tokicon/＞

◆ 申し込み先は、補足資料2を参照して下さい。

*3 駐車場が工事中のため、ご来場はなるべく公共交通機関をご利用ください。

*4 スペシャルトークショーには入場者制限がありますので、事前登録が必要です。

【来年度に向けて】

こうしたイベントを毎年開催し、NICT「時の記念日」イベントの定着化をはかる予定です。来年度は、時の記念日にちな

んだコンテストの開催も計画しています。その詳細は、近日中に発表します。

＜問い合わせ先＞

情報通信研究機構 総合企画部 広報室

栗原則幸

Tel: 042-327-6923

Fax: 042-327-7587

＜イベントに関する問い合わせ先＞

「時の記念日」イベント事務局

（財）日本宇宙フォーラム

成田知人、武石みゆき

Tel: 03-5200-1309

Fax: 03-5200-1420



＜用語 解説＞

補足資料 1 

*1 時の記念日

天智天皇が漏刻(水時計)を使い始めた日(西暦671年6月10日: 旧暦671年4月25日)に由来し、西暦1920年（大正9

年）に制定されました。

*2 日本標準時

NICTは、22台の原子時計を使って日本標準時（JST）を生成しています。その精度は、およそ1千万年経過してよ

うやく1秒の誤差を生じるという高精度なものです。また、世界の標準時とされている“協定世界時（UTC）”との国際

時刻比較も常に行われており、その同期誤差（開き）が１億分の1秒以下に収まるよう、日本標準時は維持管理され

ています。さらに、NICTが生成する日本標準時は、電波時計の基準信号（長波標準電波）、パソコン時計合わせ（イ

ンターネット）、放送局の時計合わせ（電話回線）など、様々な供給手段を使って市民生活のリズムを刻むだけでな

く、社会経済活動の重要な基盤としての役割を担っています。

【プログラム】

補足資料 2 

★ 「時の記念日」スペシャルトークショー

普段の生活の中で当たり前に過ぎていく“時”、時間って一体何でしょうか？１年のほとんどを海上で過ごす海洋冒

険家の白石 康次郎 氏をゲストに迎え、みなさんと一緒に時間について考えてみます。そして世界１周のヨットレース

の長い航海中、様々な環境の中でどのように“時”を感じ、過ごしてきたのかなど、航海中の写真などを織りまぜなが

ら臨場感のある楽しいお話を聞かせていただきます。

● ゲスト： 白石康次郎氏（海洋冒険家) 

NICT研究者：細川瑞彦（新世代ネットワーク研究センター光・時空標準グループリーダー）

● 時間： 13:00～13:30「『時間』はどこから来たの？」

13:30～14:30「七つの海、そして時を越えて」

● 場所： 情報通信研究機構4号館大会議室

● 募集人数： 300名 

● 応募方法： 必要事項をご記入の上ハガキまたはFAXでお申込下さい。

1件につき5名様まで応募可能です。

● 必要事項： 代表者のお名前、ご職業、お住まい（都道府県のみ）、参加人数

※ハガキの場合はご住所、FAXの場合はFAX番号を必ずご記入下さい。

(お名前、ご住所、FAX番号等は、この目的以外には使用いたしません。)

● 申し込み先：

日本宇宙フォーラム内「時の記念日」イベント事務局 担当：成田 知人、武石 みゆき

〒100-0004 東京都千代田区大手町2-2-1 新大手町ビル７階

 電話番号：03-5200-1309

FAX番号：03-5200-1420



★ 日本標準時関連施設の特別公開

日本の時間を作り、発信している現場で、日本標準時がどのようにして正確に守られ、どのようにしてみなさんに届

けられているのかについてご紹介します。また、現在よりもさらに正確で300億年に1秒の誤差も生じない時計など最

新の研究内容についてもご紹介します。

★ 日時計工作

子どもでも簡単に作れる紙製の日時計工作教室です。天気が良ければ、その場で試すことができます 。

★ クイズラリー

会場内に答えのヒントが隠されているクイズラリー。全問正解者に記念品を差し上げます。

★ 最新時計展示会

国内の大手時計メーカのご協力により、最新の電波時計等を展示します。

【お知らせ】

TOKYO FM サンデースペシャル

＜－ NICTプレゼンツ「時の記念日」特別番組－「Time After Time」＞

FMラジオ放送：TOKYO FM

放送日時（予定）：6月15日（日）19：00～19：55 

ナビゲーター：高木美保

6月7日のスペシャルトークショーの模様を中心に、時に関わりの深い各界の著名人のインタビューや楽曲を交えた「時

の記念日」のスペシャル番組です。


